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1． はじめに   

SCMの発展に対して、マネジメントの観点からの研究はそ  

れほど進んでいない。主要なマネジメント問題としては、プ  

ルウイツプ（増幅）現象と、ボトルネック（陸路）現象があ  

る［1］。   

第2報では、プルウイツプ現象を発生させる情報劣イヒは、  

アジリティ戦略等によって防げるものとして、そのもとでの  

需給モデルをもとに、ボトルネックと全体最適化の問題を考  

える。   

前報では【2】、SCMを企業の需給モデルである、マネジメ  

ント・ゲームモデル（MGM）【3】の2連鎖モデルとして、単  

純な生産型SCMモデルを提示して、「樹ヒについて議  

論した。   

本報では、トヨタ対デル型の定式化例によって、生産型  

SCMの全体嵐酎ヒとそのロジック問題を明らかにする。  

2． SCMモデル  

2．1   生産モデル   

本報では、簡単のために、MGMはM几〟1型生産企業を  

仮定する。SCMモデルは、販売、生産（組立、部品）からな  

り、生産モデルで使用する記号は、以下のようである．  

r：計画期間  β：（期間中の）総需要   

¢：パッチサイズ  〃1，〃2‥待ち容量   

例1，椚2：平均処理時間 r：固定段取時間   

α。：注文残費用係数   α1：在庫費用係数   

α2：稼働費用係数  α3：遊休費用係数   

d＝㌻／β‥平均需要間隔時間   

d■＝7ゼ仲‥平均ロット間隔時間   

β1＝椚1β／r p2＝♭2＋r佃）身r  

2．2   SCMゴール  

SCMの全体最適化の目標（ゴール）として、以下の主目標  

と双対目標を考える。  

主目標：且Ⅳ．－（叫＋朗ユ）－¢cl＋ECヱ）→maエ  

ーSCMブランド価値（見えない価値）の最大化  

双対目標：鞘・（叫－gCl）◆十（由ユーgCz）◆→丑柑Ⅸ  

一利益などのバランシングレてレート効率性など）  

ただし、  

pl：組立企業の販売値格  ク2‥部品企業の販売価格  

gCl：組立企業の運用費用  gC2：部品企業の運用費用  

且尺1：組立企業の収益利得  

且Vl：組立企其の正味利得  

且Ⅳ：SCM全体の利益  

ク3：外部市場の購入価格  

3． SCMタイプ  

且尺2：部品企業の収益利絹  

£Ⅳ2瀾品企業の正味利得  

b2＜p3＜ク1）  

3．1   トヨタ型  

トヨタ型SCMモデルは、組立と部品センターの両方にか  

んばん方式を用いた場合であり、図1に示されている。  

3．2  デル型   

デル型SCMモデルは、組立センターはmで、部品セン  

ターがⅥⅢ方式か、かんばん方式かによって‥図2（デルA  

至妙，図3（デルB型）に分かれている。3つの各定式化は、  

［4〕による。  

4． 数値的考真   

数値結果の例は、下表に示されている。  

表1．全体嵐酎ヒ問題解の例  

● l lll・ －11l● ′ 一一言三   

総需要（β）  ∝）   90 100 110 120  田   
βれ  」は7．9  61乙1  7：妬．3  8∝〉．5  鋤．8  1100．5  

トヨタ型                 β〉2  岨4  570．0  655．7  6弧7  852．6  刷．5  

βV  951．3  118Zl  1391．9  1559．2  163丁．1  1513．   

βVl  469．2  施1  837．2  根氾9  

デルA型                 β〉2  401．5  428．6  356．6  98．9  

βV  870．7  捌．7  mT  759．8   

βⅥ  吼7  599．7  丁（泊．4  肌5  舶9．3  93鼠8  
デJl                 β〉2  吼ヰ  570．  655．7  6弧7  852．6  刷．5  

βV  947．1  1169．7  1365．1  1507．3  1糾1．8  1340．3   

5． まとめと課題   

本報では、SCMの全体最適化ロジックについて若干の検討  

をした。3モデルは各最大値をもち、組立と部品企業の  

Wh・W血戦略の可能性、デル型の弱点などがわかった。今後、  

これらを含めてさらに検討を進めたい。  
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＜トヨタ型の場合＞  
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＜デルAの場合＞  
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図2 デルA型モデル  
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＜デルB型の場合＞   
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図3 デルB型モデル  
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